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報 酬 の 支 払 形 態

（該当事項を○で囲んで下さい。）

合　　　計

漁 業 種 類 漁　業

年　　　　　　 月　　　　　　 日から

年　　　　　　 月　　　　　　 日まで
漁 業 期 間

備　　　　　考
1 欄

3 欄

【別紙】漁業種類より選択して下さい。

、がなければ変動に人員数、漁業期間中
同じ数値を記入して下さい。

。さい下して記入を合計額われた支払に全員乗組員

該当する支払形態を○で囲んで下さい。

2欄が「１．全歩合給」の場合は「２．
最低保障額」、2欄が「２．固定給」
若しくは「３．固定給と歩合給」の場
合は「１．給料」を○で囲んで下さ
い。

の）月分ヶ１（＝われた支払に最終月
額を記入して下さい。また、持代（歩）数
同様、人数分の額を記入して下さい。

人数分の持代（歩）数を記入
して下さい。
また、外国人船員分は0.0として
下さい。

について固定給制（乗組員の1.0数）歩（持代じて通を漁業期間中
は甲板員の基準的な（金額の上で）乗組員）１人に対して支払わ
れた額を記入して下さい。

乗組員の近似に1.0持代、は場合がいない船員てはまる当に上記
を額われた支払して対に乗組員）で上の金額（な基準的、または

。さい下して記入

外国人船員については、

「１．給料」に○をして下さ

い。

円以外の通貨での支給額に
ついては、円に換算の上、
記入をお願い致します。
また、換算後の1円未満は四
捨五入してください。

につい外国人船員び女性船員及
下して記入で内数それぞれ、ては

さい。

3欄の人員数が、1欄の「最も乗組員数の多かった月と
人員数」を超えていないか、また「最も少なかった月と人
員数」より少なくなっていないか注意して下さい。

海外での操業を主にしている場合は、日本の港の出入港
をもって1航海として回数を記入して下さい。

・ 職務を兼務しているときは主たる
職名欄にのみ記入してください。
・ 船長、機関長は必須です。

さず配を機関長、船長により特例等
旨備考欄はその場合している運航

。さい記入下にご

報 酬 額


